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平成１８年度事業報告 

Ⅰ．概  要 

 

  本協会は、｢世界都市・大阪｣の創生をめざす｢大阪２１世紀計画｣の理念に基づき、｢文化

立都｣を目標に掲げ、さまざまな事業を実施してきた。 

  平成18年度は、大阪２１世紀計画を推進する｢グランドデザイン（第３次）｣に則り、オ

ール大阪での取り組みにおいて中心的な役割を果たすとともに、｢花と緑・光と水懇話会｣

等と連携を図り、その事業推進に積極的に取り組むなど｢水の都大阪」の再生を広くアピ

ールする｢水都再生事業｣や、｢大阪秋のまつり関連事業」、｢文化振興事業｣を展開し、よ

り美しく魅力的で潤いのある大阪・関西の実現をめざした活動を推進した。 

  

◎水都再生事業 

   「花と緑・光と水懇話会」等と連携し「水の都大阪」の魅力を世界に発信するシンボ

ルイベントの基本計画(案)を取りまとめたほか、水の都大阪再生に向けた水辺のにぎわ

いづくりや水辺空間利活用の社会的実験として、お花見水上カフェ「ｔｒｅｓ ｔｒｅ

ｓ ｂｏｎ（トレトレボン）」や「舟運まつり」、「光と水のページェント」を実施し

た。 

 

◎大阪秋のまつり関連事業 

｢世界をつなごう！御堂筋パレード｣をメインテーマに、国内外からマーチングバンド

や民族芸能等を多数招き、華やかで躍動感あふれる「御堂筋パレード２００６」や「中

之島リバーサイドフェスティバル」、「御堂筋学生音楽祭」等を開催した。 

｀ ｀



 4

また、｢水都ロマン｣イベントガイド冊子の発行やバナーの掲揚などを通じて、大阪の

秋のまつりを盛り上げた。 

◎文化振興事業等 

   芸術・芸能分野の活性化や人材育成などをめざし、「舞台芸術・芸能見本市２００６

大阪」を開催したほか、多彩な分野の新進アーティストの発表・交流の場として「アー

トストリーム２００６」や「街角コンサート～ＬＩＶＥ２００６～」を実施し、大阪か

ら若者文化の発信を行った。 

また、「伝統芸能振興事業」、「大阪文化祭フェスティバル」などを展開したほか、

各種団体が実施する文化振興事業や行催事を積極的に支援した。さらに、企業による芸

術・文化支援(メセナ)活動の推進を目的として、メセナ活動促進セミナーを開催したほ

か、インターネットをはじめ広報誌の発行等により、協会の各種活動や大阪のブランド

力向上のための情報発信を広く展開した。 
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Ⅱ．各事業の実施状況 

 

１．役員会等の開催 

 

(１)理事会 

回(年月日) 議                     題 

第 ６５ 回 

(18.６.29) 

１．常任理事、常務理事の互選について 

２．評議員の委嘱の同意について 

３．平成１７年度事業報告について 

４．平成１７年度収支決算について 

第 ６６ 回 

(18.11.９) 
１．協会のあり方及び公益法人改革について 

第 ６７ 回 

(19.３.26) 

 

１．評議員の委嘱の同意について 

２．平成１９年度事業計画について 

３．平成１９年度収支予算について 

４．経営計画について 

５．寄附行為の一部変更について 

６．理事長の職務を代行する常務理事の順序について 
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(２)評議員会 

回(年月日) 議                     題 

第 ５１ 回 

(18.６.15) 

１．理事及び監事の選任について 

２．平成１７年度事業報告について 

３．平成１７年度収支決算について 

第 ５２ 回 

(18.10.24) 
１．協会のあり方及び公益法人改革について 

第 ５３ 回 

(19.３.16) 

１．理事の選任について 

２．平成１９年度事業計画について 

３．平成１９年度収支予算について 

４．経営計画について 

５．寄附行為の一部変更について 

６．理事長の職務を代行する常務理事の順序について 
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２．委員会の開催 

 

(１)企画委員会  

回(年月日) 議                     題 

第 ４４ 回 

(18.５.16) 

・ 協会を巡る最近の動きについて 

・ 御堂筋パレード小委員会の報告について 

第 ４５ 回 

(18.12.６) 
・ 協会を巡る最近の動きについて 

 

 

(２)外部評価委員会 

平成17年度における協会の主要事業について事業評価全般、分野別事業及び個別

事業について議論を行った。 

回(年月日) 議                     題 

第 １ 回 

(18.５.31) 

・評価のあり方、事業の定性的な評価及び今後の事業の 

進め方について 

第 ２ 回 

(18.６.22) 

・評価のあり方、事業の定性的な評価及び今後の事業の 

進め方について 

第 ３ 回 

(18.７.20) 

・評価のあり方、事業の定性的な評価及び今後の事業の 

進め方について 
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３．水都再生事業 

 

(１)シンボルイベント「水都大阪２００９」実施に向けた取り組みの推進 

○ 水都大阪の魅力を創出し世界に発信するとともに、市民が主役の元気で美しい大

阪づくり、そして、まちづくりのノウハウや都市資産が蓄積される新しいまちづく

りの契機となるシンボルイベントの２００９年開催に向け、大阪市とともに「シン

ボルイベント企画検討委員会」の事務局を務め、委員会、作業部会などにおいて鋭

意検討を進めるとともに、平成18年10月に「シンボルイベント推進準備室」を立

ち上げ、平成19年3月に基本構想に基づいた「基本計画（案）」を取りまとめた。 

○ 「桜の会・平成の通り抜け事業」の実行委員会に加わり、大阪市とともに事務局

を務めている。 

    （募金額累計  平成19年3月末現在 約4億2,800万円） 

 

  (２)お花見水上カフェ「ｔｒｅｓ ｔｒｅｓ ｂｏｎ（トレトレボン）」 

水の都大阪再生に向けた親水空間の創出と、水都大阪の魅力を発信するための

コンテンツとして、桜の開花時期にあわせて天満橋(大川)において水上カフェを

期間限定で開設した。実施にあたり、台船設営などの基本インフラは協会が負担

し、カフェの運営は民間事業者が独立採算で営業した。 

開 催 期 間  平成18年3月31日(金)～4月16日(日) 17日間 

開 催 場 所  大川右岸の天満橋北詰下流(南天満公園) 

来 客 数  5,662人(１営業日当たり333人) 

また、水上カフェ来店者や大川上流で水都ルネサンス大阪実行委員会が主催す

る｢さくら船（水上桟敷舟）｣利用者、さらに道頓堀川沿いの｢とんぼりリバーウォ

｀ ｀
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ーク｣で実施された｢道頓堀ガーデンカフェ」の来場者等に向け、川からライブ演

奏を行う｢ショーボート｣を巡航させ水辺のにぎわいを盛り上げた。 

実施期間  お花見水上カフェ開催期間中の土曜・日曜 計6日間  

(4月15日(土)は雨天により中止) 

実施回数  水上カフェ前は各日午後３時・午後６時の2回、 

さくら舟前は各日午後２時・午後７時30分の2回 

道頓堀ガーデンカフェ前は４月12日(木)午前11時の1回 

 

(３)｢水の都大阪」秋の舟運まつり 

      川や堀川を活用し天下の台所として栄えてきた大阪の舟運を体験することで、多

くの人に、「水の都大阪」の魅力を広くアピールするとともに、大阪のまちや川へ

の愛着心と水都再生への気運を高めるためのイベントを大川等周辺で行った。 

    開 催 日  平成18年10月1日(日)・2日(月) 

開催場所  中之島周辺水域及び大川等（使用桟橋は主に水晶橋桟橋） 

事業内容  ① 体験クルーズ  

川崎橋周辺までのミニクルーズ 

所要時間30分（実績 10便 148人） 

② 水の都ウォッチングクルーズ  

東横堀川水門、ＯＢＰ、ＯＡＰなどを巡る遊覧クルーズ 

所要時間 約90分（実績 1便 21人） 

③ 河川環境学習船 

府内の小学生を対象として、川の歴史や水質検査の体験を 

して生活学習を行うプログラムを実施した。 
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所要時間 約130分（実績 4校 235人） 

④ ミュージックボート・ウェディングパレード  

当日挙式する外国人カップル1組を招待し、船で中之島を半

周するミニパレードを実施した。 

⑤ 大学対抗「船上カレッジ音楽祭」  

船上の特設ステージでジャズ演奏を行いながら、中之島水  

晶橋桟橋とローズポートの間を巡航し、水辺空間の賑わいを演

出した。（実績 参加大学４大学 ５組） 

⑥ 人材育成・舟運活性化環境整備  

｢水の都ウォッチングクルーズ」、「河川環境学習船」実施    

のためのボランティアガイドの育成や、安全航行のための河川

航行監視システムの運用実験、水晶橋桟橋を活用し、クルージ

ング拠点として運用した。 

 

(４)光と水のページェント 

     中之島公園で開催される「ＯＳＡＫＡ光のルネサンス２００６」と連携し、｢水の

回廊｣等の水辺を活用した都市魅力の創出と、水都再生に向けたメッセージを発信す

るために「光と水」を活かした企画を実施した。 

     開 催 日  平成18年12月23日（祝・土）～26日（火）午後５時～９時頃 

     開催場所  中之島公園周辺水域及び「水の回廊」 

     内   容  イルミネーションで装飾した３種類の船を運航し、陸上イベント

との連携を図った。 
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①イルミネーションシップ 

多彩な色に変化するバルーンと高く噴き上がる噴水装

置を船上に積載し、幻想的な「光と水」の演出を行った。 

              ②クルージングステージシップ 

 船上に設けたステージから岸辺に向かってライブ演奏

を実施し巡航した。 

              ③インフォメーションシップ 

 舷側に電光掲示板を艤装し、水都再生に向けたメッセー

ジの発信を行った。 
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４．大阪秋のまつり関連事業  

＜大阪秋のまつりの情報発信＞ 

 

(１)「御堂筋パレード２００６」ほか報道説明会の開催 

「御堂筋パレード２００６」や「御堂筋学生音楽祭」参加団体、「ＩＡＡＦ世界陸

上２００７大阪大会」組織委員会等の協力を得て、装いを新しくした「御堂筋パレー

ド２００６」の魅力を伝えるとともに「ＩＡＡＦ世界陸上２００７大阪大会」に向け

た機運を盛り上げるためマスコミ各社を招いて報道説明会を開催した。 

開 催 日  平成18年９月26日(火) 

  開催場所  大阪倶楽部 

  内   容  「御堂筋パレード２００６」ほかの概要説明 

         パレード参加団体・御堂筋学生音楽祭参加者の紹介 

             (出 演) 

・ オール巨人 

・ ｢ＩＡＡＦ世界陸上２００７大阪大会｣組織委員会 

・ 箕面自由学園高等学校チアリーディング部 

・ ダンシングＢＡＮＡＮＡ 

・ マイムジャズデリバリィズほか 
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(２)｢水都ロマン｣イベントガイド冊子の発行支援・配布 

10月１日(日)から10月15日(日)までの間に実施される｢御堂筋パレード｣を中

心とする協会主催のイベントや、行政・各種団体・民間主催の文化芸術のイベン

ト情報を掲載した冊子を、大阪放送株式会社（ラジオ大阪）、大阪市等と協力し

て発行し広く配布した。 

共同発行とすることにより、民間主催（ＯＢＣ、ＦＭ８０２、ＫＴＶ、ＡＢＣ

など）のイベント等を含め幅広く掲載することができた。 

      発行部数  50,000部 

配布箇所  観光案内所、大阪市サービスカウンター、レストラン、 

地下鉄各駅、各イベント会場等    

 

(３)インターネットによる情報提供  

御堂筋パレードや大阪の秋を彩る数々のイベントについて、インターネットに

よる情報提供を行った。 

 

(４)「大阪秋のまつりバナー」の掲揚 

     大阪の秋のまつりを盛り上げるために、大阪駅前と御堂筋一帯に約400枚のバナ

ーを掲揚した。 

  掲揚期間  平成18年９月23日(土・祝)～11月23日(木・祝) 
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＜御堂筋パレード関連事業＞ 

 

(１)御堂筋パレード２００６ 

24回目の開催となる本年のパレードは、「御堂筋をあそぼう！」を合言葉に、

見る｢パレード｣から参加する「おまつり」へと大きく変貌した。 

参加隊を大阪市役所前から難波までパレードする隊と、市役所前から長堀通ま

で進行する隊とに分け、難波までの隊がパレードを終了した後、長堀通から難波

までの御堂筋本線車道上を「おまつり広場」として歩行者に開放し、パレード参

加団体等が７つのステージエリアで多彩で華麗なパフォーマンスを披露するとと

もに、フロートや郷土芸能の山車の展示を行った。 

また、オープニングでは平成19年夏に開催される「ＩＡＡＦ世界陸上２００７

大阪大会」の成功を祈り、室伏選手をスターターに瀬古選手、有森選手など有名

アスリートと大阪府内の中学生約1,000人が元気に御堂筋を駆け抜ける「御堂筋

ＲＵＮ」を演出した。 

フィナーレでは、国内外の出演者が若さと熱気溢れるダンスの競演を行い、観

客も一体となって体を動かす「なみはやダンスフィナーレ」を実施した。 

さらに、御堂筋周辺に賑わいを広げるため、新たに関連イベントとして大学生

の自主運営による「御堂筋学生音楽祭」や大阪芸術大学の協力による「御堂筋ア

ートプロジェクト」を開催したほか、御堂筋の側道に飲食物の販売を行うグルメ

デリバリーカーによる「グルメストリート」を展開し、観覧者への便宜を図った。 

開催日時  平成18年10月８日(日) 午後２時～午後６時３分  

      テ ー マ  ｢世界をつなごう！御堂筋パレード」 

開催場所  御堂筋(3.3ｋｍ)  大江橋～長堀通～難波 
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観覧場所  ・御堂筋の緩行車道及び歩道部分（「おまつり広場」において

は本線車道を含む。） 

          ・招待席(来賓席・関係者招待席・福祉招待席) 

参 加 者  延べ93隊  約10,000人 

      参加構成  ①パレード 

フロート部門          12隊 

フロート              (12)(うち海外隊２) 

マーチング部門         14隊 

ﾏｰﾁﾝｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾁｱﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ       (13) 

鼓笛隊               ( 1) 

芸能・スポーツ部門       32隊 

全国郷土芸能            ( 5) 

世界のまつり・踊り         (12)  

民踊                ( 1) 

子どもみこし            ( 1) 

一輪車               ( 2) 

O S A K A元気隊             ( 8) 

先導車、広報車、協会旗       ( 3)  

      計            58隊 (3.3Km ｺｰｽ 26隊) 

                                   (2.1Km ｺｰｽ 32隊) 
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    ②おまつり広場 

             世界のまつり・踊り         (11) 

             全国郷土芸能            ( 5) 

             ﾏｰﾁﾝｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾁｱﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ       ( 3) 

             バトントワリング          ( 7) 

             O S A K A元気隊            ( 9) 

   計                 35隊  

 

観客総数  1,229,000人 

             ・パレード沿道観客          1,100,000人 

             ・中之島リバーサイドフェスティバル    2,000人 

             ・御堂筋パレード前日祭          21,000人 

             ・国際マーチングｉｎ万博公園       21,000人 

             ・御堂筋学生音楽祭            4,500人 

             ・その他関連イベント           80,500人 

警備・自主整理   交通規制区域周辺の交通の安全と円滑化を図るため、延べ 

・進行スタッフ  1,443人の警備員、873人のボランティア自主整理員、382人の

ボランティア進行スタッフを配置した。 

 

テレビ放送  ＮＨＫ大阪放送局及び在阪民放５社共同制作により実施。 
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(２)中之島リバーサイドフェスティバル 

御堂筋パレードを核とした賑わいづくりをめざし、パレードに出場する世界各

国の民族芸能、日本各地の郷土芸能を中心とした公演を催し、文化交流と集客機

会の拡大を図った。 

開催期間   平成18年10月6日(金)～7日(土) 

開催場所   大阪市中央公会堂 

観 客 数   2,000人 

 

(３)御堂筋パレード前日祭 

     パレードに出場する海外の民族芸能、国内の郷土芸能などの演技や地元団体の音

楽演奏、大道芸のライブパフォーマンスなどを行った。また、パレードに出場する

フロートを展示し人気投票を行うなど、御堂筋パレードへの機運を盛り上げた。 

開 催 日   平成18年10月7日(土) 

開催場所      大阪市北区 扇町公園及び北区民センター 

観 客 数   21,000人 

 

(４)ダウンタウンパフォーマンス 

御堂筋パレードに出場する海外の民族芸能隊が、商店街や地下街でパフォーマ

ンスを披露しパレードの雰囲気を盛り上げた。 

開 催 日   平成18年10月７日(土) 

開催場所      天神橋筋商店街・大阪駅前ビル 
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(５)国際マーチングin万博公園 

緑豊かな千里・万博記念公園において、パレードに参加した海外の民族芸能隊

や国内外のマーチングバンドによる演奏や演技を通じ、観客とパレード参加者の

相互理解・国際親善を深めた。 

開 催 日   平成18年10月9日(月・祝) 

開催場所   日本万国博覧会記念公園 

観 客 数   21,000人 

 

  (６)御堂筋学生音楽祭 

     御堂筋沿いのホールやビルの公開空地を会場に、大阪府内の大学生自らがプロデ

ュースする音楽の祭典を繰り広げることにより、次世代の文化創造の担い手である

学生のエネルギーを広くアピールするとともに、御堂筋を中心とした都心に学生が

活動できる場を創り出すことで、まちのにぎわいづくりへの学生の参画を図った。 

開 催 日   平成18年10月7日(土)～8日(日) 

開催場所   大阪市中央公会堂ほか御堂筋沿いのホール及び公開空地 

観 客 数   4,500人 

 

(７)その他関連イベント 

    ・なんばジョイフルパフォーマンス  10／8(日)  ＯＣＡＴポンテ広場 

    ・ふれあいＨＥＩＳＥＩ楽市     10／8(日)  湊町リバープレイス 

    ・トバス・カーニバル        10／9(月・祝)  堺市ハーベストの丘 

・御堂筋アートプロジェクト     10／1(日)～15(日)  御堂筋沿いビル 
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５．文化振興事業等 

 

(１)舞台芸術・芸能見本市２００６大阪(ｐａｍｏ)  

大阪･関西の劇場都市づくりをめざして、新たな舞台公演機会の創出や舞台芸術

活動の支援、地域文化芸術の振興を図るため、舞台芸術･芸能活動に携わる多様な

分野の関係者が一堂に会し、新たな出会いと分野を超えた交流、情報交換、学び

の場となる「舞台芸術・芸能見本市２００６大阪」を、幅広い文化団体等の協力

を得て開催した。 

開催期間   平成18年７月27日(木)～29日(土) 

開催場所   大阪ビジネスパーク地区（松下ＩＭＰホール、ＯＢＰ円形ホ

ール、ツイン２１ギャラリー等） 

共催・協賛・協力・後援団体等 

(財)地域創造、(社)企業メセナ協議会等 47団体 

参加者数   約11,000人(３日間延べ) 

出   展   出展団体：95団体  展示ブース：51団体 

ショーケース(ミニ公演)：企画３団体、公募17団体 

アジアショーケース８団体 

セミナー・シンポジウム：８団体 ワークショップ：１団体 
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(２)舞台芸術･芸能見本市２００６大阪 前夜祭 

 ～狂言とクラシックの夕べ～ 

日本の伝統芸能を代表する｢狂言｣とクラシック音楽(オーケストラ)のコラボレ

ーションによる公演「今宵はＧ線上の太郎冠者」を、｢舞台芸術・芸能見本市    

２００６大阪｣の前夜祭として開催し、一般の方々に鑑賞の機会を提供した。 

開催日時  平成18年７月27日(木) 午後６時30分～午後８時30分 

開催場所   いずみホール 

主   催   (財)大阪２１世紀協会 

後   援   (財)住友生命社会福祉事業団 

鑑賞者数   約800人 

 

(３)７２０アワード＠ｐａｍｏ２００６ 

ジャンルを問わず、パフォーミングアーツ全般を対象として、舞台芸術・芸能

に関する新たな才能を発掘するとともに、大阪から世界に向けて発信することを

目的として新しく｢アワード｣を創設した。舞台芸術・芸能見本市２００６大阪

（Pamo）の最終日に最終選考会を行い、第１次選考会を経た６団体が作品を披露

した。 

開催日時   平成18年７月29日(土) 午後６時30分～午後８時30分 

開催場所   ＯＢＰ円形ホール 

主   催   (財)大阪２１世紀協会 

入場者数   約200人 

エントリー団体数  39団体 

受賞者  グランプリ        ｢〇九｣ 
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準グランプリ       ｢伊波 晋｣ 

大阪２１世紀協会賞    ｢清水ＨＩＳＡＯ芸人｣ 

 

(４)アートストリーム２００６ｉｎサントリーミュージアム 

大阪からの若者文化の全国発信をめざして、サントリーミュージアム[天保山]

を舞台に実施したアートの複合イベント。 

サントリーミュージアムとの協力により、過去３回、湊町リバープレイスで開

催した「アートストリーム・リバープレイス」の出展者の中から75組のアーティ

ストが参加し、野外ライブやライブペインティング、ワークショップなどを実施

した。 

開催日時   平成18年４月29日(土)・４月30日(日) 

午前10時30分～午後５時30分 

開催場所   サントリーミュージアム[天保山] 

主   催   アートストリーム実行委員会（(財)大阪２１世紀協会、サン

トリーミュージアム[天保山]、大阪芸術大学、大阪府、 

大阪市) 

参加者数  約13,000人 
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(５)アートストリーム・リバープレイス２００６ 

大阪からの若者文化の全国発信をめざして湊町リバープレイスを舞台に実施し

たアートの複合イベント。大阪・関西で活躍している絵画・イラスト・工芸・雑

貨・写真など多彩な分野の新進アーティストと、美術関係者やメディア関係者と

の出会いの場として、一般公募299組の中から125組のアーティストが出展。そ

のほか、街角コンサート出演者による野外ライブやライブペインティング、ワー

クショップ、アートストリームアワードなどを実施した。 

開催日時   平成18年10月21日(土)･22日(日) 午前11時～午後７時 

開催場所   湊町リバープレイス 

主   催   アートストリーム実行委員会((財)大阪２１世紀協会、大阪

芸術大学、サントリーミュージアム[天保山]、大阪府、 

大阪市) 

来場者数  約23,000人 

アートストリームアワード受賞者 

大阪２１世紀協会賞       ｢Ｈ＠Ｌ｣ 

大阪芸術大学賞         ｢神﨑智子｣ 

サントリーミュージアム賞    ｢Ｐｏｋｋｅ １０４｣ 

ＴＨＥ １４ｔｈ Ｍｏｏｎ賞   ｢ハマサキヒロタカ｣ 

｢ひろたけいこ｣ 

ＦＭ８０２賞          ｢Ｈ＠Ｌ｣、｢ｎｅｒｉ｣ 

｢今井ケイ｣ 

ぴあ賞             ｢植田隆司｣ 

Ｌマガジン賞          ｢黒崎ざるそば｣ 
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アートストリーム実行委員会賞  ｢松江直樹｣ 

 

(６)街角コンサート～ＬＩＶＥ２００６～ 

｢音楽のあふれた、活気ある街・大阪｣をめざして、一般公募により出演者を募

集し、応募総数４７８組の中から選ばれた89組と過去の街角コンサートでのファ

イナル出演経験のある11組の合計100組が、大阪府内７箇所で18ステージのラ

イブコンサートを行った。 

開催期間   平成18年８月12日(土)～９月17日(日) 

開催場所   岸和田カンカンベイサイドモール、せんちゅうパル南広場、 

ＡＴＣ海辺のステージ、なんばパークス円形劇場、ＨＯＯＰ、 

堂島アバンザ西面ファサード広場、堺市市民交流広場 

主   催   (財)大阪２１世紀協会 

 

(７)伝統芸能振興事業 

関西で生まれた日本の伝統芸能である歌舞伎、文楽、能・狂言の魅力や楽しみ

を広く世界にアピールするため、伝統芸能の公演情報を冊子及び協会のホームペ

ージ上で提供した。また伝統芸能振興のため、不足する活動資金確保の一助とし

て大阪府、大阪商工会議所などの補助金制度を紹介した。 

＊関西伝統芸能の公演情報冊子の発行 

関西一円の伝統芸能公演及び博物館・美術館案内をまとめた情報誌を「ＭＥＥ

Ｔ ＯＳＡＫＡ」として日本語・英語併記で各号30,000部を発行・配布した。 

発行時期   平成18年６月20日 Vol.16、平成18年９月20日 Vol.17 

平成18年12月20日 Vol.18、平成19年３月20日 Vol.19 
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配 布 先   海外 33都市 (大阪府、大阪市、兵庫県、京都府、国際観

光振興会、日本航空等の在外事務所を通じて

配布) 

国内 200箇所 (新東京国際空港、関西国際空港、大阪国際

空港、関西の主要駅、大阪・京都・奈良・

神戸の主要ホテル、観光案内所 ほか) 

 

(８)「大阪城サマーフェスティバル２００６」実行委員会の運営 

「舞台芸術・芸能見本市２００６大阪」の開催時期の前後に、大阪城周辺で多

様なイベントを開催する各主催者と協力して、共同で宣伝、ＰＲ活動を行い賑わ

いの相乗効果を生み出す仕組みとして「大阪城サマーフェスティバル実行委員会」

を立ち上げ、タブロイト版の案内誌「大阪城サマーフェスティバル２００６」を

作成するなど集客力の強化を図った。 

共通テーマ   ｢～天下の台どころ 芸どころ 遊びどころ～｣ 

参加イベント等   ｢オーサカキング｣(毎日放送) 

｢大阪・アジアアートフェスティバル｣(大阪府) 

｢大阪カルチャーナイトフェスティバル｣(大阪商工会議所) 

大阪城ホール、イオン化粧品シアターＢＲＡＶＡ！ 

いずみホール、大阪水上バス等12団体 

発行部数  案内誌「大阪城サマーフェスティバル２００６」 10万部 

総参加者数  981,000人 
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(９)大阪文化祭 

芸術文化活動の奨励・普及を図り、大阪の文化振興気運の醸成を目的に、大阪

府・大阪市とともに、これまでは、文化の日を中心に２か月にわたり｢大阪文化祭｣

を実施していたが、平成19年度から５月～６月に移行するため、平成18年度は、

過去の受賞者による「大阪文化祭フェスティバル」を実施し、一般の方々に鑑賞

機会を提供した。 

開催日時   平成18年11月18日(土) 午後３時～午後５時30分 

開催場所   大阪府立女性総合センター 

主   催   大阪府、大阪市、(財)大阪２１世紀協会  

鑑賞者数   約500人 

 

(10)大阪ライフスタイルコレクション２００７ 

次代を担うライフスタイルクリエーターの発掘･育成、ライフスタイル産業の活

性化及び｢ライフスタイル創造都市･大阪｣の魅力向上をアピールするため、学生に

よるファッションデザインコンテストや、新進クリエーターによるデザイン商品

展などライフスタイル関連イベントを開催した。 

開催日時   平成19年３月13日（火） 

主   催   大阪コレクション開催委員会(大阪府、大阪市、大阪商工会

議所、(財)大阪２１世紀協会、(社)関西経済同友会、大阪ア

パレル協同組合、(財)日本ファッション教育振興協会大阪支

部、大阪百貨店協会ほか) 

開催場所   大阪マーチャンダイズマートビル２階展示ホール 

主イベント   ・ファッションデザインコンテスト 



 26

参加チーム 10チーム 

（応募総数96チームから一次審査通過チームが参加、

コンテストの最後に中国の２チームがファッションシ

ョーとして特別参加した。） 

・ファッションブランド合同展示会 

参加企業   26社 

観 客 数   約2,400人 

 

(11)(社)企業メセナ協議会関西事務所の活動支援 

     企業による芸術・文化支援(メセナ)活動の推進を目的として、平成15年8月に協

会内に設置された(社)企業メセナ協議会の関西事務所が行う芸術文化活動への寄附

を促進する「助成認定制度」に関する相談や制度の普及活動への協力を行うととも

に、セミナーを実施した。 

     ○メセナ活動促進セミナー 

    平成19年３月４日(日) 大阪府立女性総合センター 参加42名 
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(12)ミュージアム館長会議 

魅力ある博物館・美術館実現のための相互連携を図る場として、京阪神の主要

ミュージアムの館長、国土交通省・近畿運輸局、スルッとKANSAI、関西広域連携

協議会の参加を得て定期的に情報交換会を実施した。また、２年目に入った｢ミュ

ージアムぐるっとパス・関西２００６｣の販売促進を中心に、各機関への協力要請、

広報支援などを実施した。本年度は、約13,300冊を販売でき採算点を越える成果

を得た。 

○ミュージアム館長会議 

主   催   (社)関西経済連合会、(財)大阪21世紀協会 

開 催 日   平成18年５月23日(火)、８月22日(火)、11月14日(火) 

平成19年２月13日(火) 

○｢ミュージアムぐるっとパス・関西2006｣実行委員会 

世 話 人   (財)大阪21世紀協会、(社)関西経済連合会、凸版印刷株式会社 

      参 加 館   京阪神を中心に65施設 

      広   報   ポスター：JR/私鉄の駅貼り、大阪市広報板など 約4000枚 

                  （うち約1000枚は通年掲示） 

              掲載記事：各媒体（府・市等の広報、JR等）に 

延べ約1,400万部 

              チラシ：約50万部など 
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(13)大阪新年互礼会のアトラクション 

大阪府･大阪市・在阪経済団体４団体の新年恒例の互礼会において、アトラクシ

ョンを企画、実施した。 

開 催 日   平成19年１月４日(木) 

開催場所   ホテルニューオータニ大阪 ２階「鳳凰の間」 

主   催   「大阪新年互礼会」実行委員会 

構   成   大阪府、大阪市、大阪商工会議所、(社)関西経済連合会、 

(社)関西経済同友会、関西経営者協会 

内   容   平成19年８月25日(土)から９月２日(日）にかけて開催予

定の第11回ＩＡＡＦ世界陸上競技選手権大阪大会の市民キャ

ラバン隊長であるオール巨人、大会マスコットのトラッフィ

ーによるパフォーマンスを実施し、大会成功に向けた機運づ

くりを行った。 

参加者数   約3,000人 

 

(14)おおさか・元気・能・狂言 

能・狂言の魅力と楽しさに気軽に接する機会を多くの方々に低料金で提供する

事業に参画し、その裾野拡大の支援をした。 

開 催 日   平成19年2月23日(金)、24日(土)、25日(日)(計4公演) 

開催場所   ＮＨＫ大阪ホール  

主   催   大阪府、(財)大阪２１世紀協会、ＮＨＫ大阪放送局、 

(株)ＮＨＫきんきメディアプラン 
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(15)おおさか・元気・文楽 

  文楽の魅力と楽しさに気軽に接する機会を多くの方々に低料金で提供する事業 

に参画し、その裾野拡大の支援をした。 

開 催 日   平成19年2月2日(金)、3日(土)(計４公演) 

開催場所   ＮＨＫ大阪ホール  

主   催   大阪府、(財)大阪２１世紀協会、ＮＨＫ大阪放送局、 

(株)ＮＨＫきんきメディアプラン 

  

(16)日本民謡ヤングフェスティバル２００６全国大会 

民謡の次世代継承を目的とする“民謡の甲子園”の開催を支援した。 

開 催 日   平成18年８月27日(日) 

開催場所   ＮＨＫ大阪ホール 

主   催   (社)全大阪みんよう協会 

 

(17)関西・歌舞伎を愛する会への支援 

大阪が育んだ伝統芸能の上方歌舞伎を、関西において興隆し、伝承していくた

め、「関西・歌舞伎を愛する会」の事業を引き続き支援した。 
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(18)第１３回大阪ヨーロッパ映画祭 

ヨーロッパ文化の紹介、交流を図るため、最新のヨーロッパ映画の上映や写真

展などを共催した。 

開催期間   平成18年11月３日(金)～26日(日) 

(映画上映は11日（土）、17日（金）、18日（土）)  

開催場所   海遊館ホール ほか 

主   催   大阪ヨーロッパ映画祭実行委員会 

大阪ヨーロッパ映像文化振興会 

共   催   大阪市、(財)大阪２１世紀協会、大阪ドイツ文化センター、 

ベルギーフランドル交流センター ほか 

 

(19)上方芸能まつりｉｎミナミ２００６ 

上方で生まれ培われてきた多くの芸能を上方芸能のゆかりの地である大阪「ミ

ナミ」に一堂に集め、地域と共同して、府民が上方の文化に親しむ機会を提供し、

地域の活性化と大阪の再生に資することを目的とし、開催を支援した。 

開 催 日   平成18年８月25日(金)～27日（日） 

開催場所   大阪府立上方演芸資料館ほか 

主   催   大阪府、上方芸能まつりｉｎミナミ２００６実行委員会 
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  (20)平成18年度 近畿青年国際交流事業 

    世界情勢が変化していく中、他国の文化生活に触れ、共同生活等を通じて相互理

解と友好の増進を図り、青年指導者を育成する(財)大阪府青少年活動財団の事業を

支援した。 

      (派遣)平成18年９月４日～18日    15日間  10名 

         マレーシア・インドネシア 

      (受入)平成18年10月27日～11月７日   12日間  10名 

         マレーシア・インドネシア 

 

(21)歴史ウォーク２００６年・和泉国古代史遊ｉｎｇ 「弥生人ってどんな人？」 

関西・大阪に数多く存在する歴史的・文化的史跡を訪れ、その魅力の再発見、

歴史や文化への関心や理解を深めるイベントを支援した。 

開 催 日  平成18年10月14日(土)  

      開催場所  和泉市 池上曽根史跡公園 

主   催  歴史ウォーク推進実行委員会(和泉市、和泉市教育委員会、 

池上曽根史跡公園協会、大阪府立弥生文化博物館、 

和泉商工会議所、産経新聞社、関西２１００委員会) 

 

(22)歴史街道推進協議会への支援 

     関西の史跡や文化財などの歴史と文化資源を活用しながら、様々な事業を展開し、

関西を内外の人々に紹介する歴史街道推進協議会の会員として支援した。 
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(23)府内行催事の実施促進 

  多彩なイベントを通じて、大阪２１世紀計画を推進するため、大阪府、府内市町

村、青年会議所、その他各種団体が実施するイベントを支援した。 

主な地域イベント 

・高槻ジャズストリート 

・堺まつり 

・堺大魚夜市など 
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６．広報活動等 

 

(１)広報活動 

大阪２１世紀計画の積極的推進を図るため、多様な広報媒体を利用し、主催行

催事をはじめ後援・協賛行事等に関する様々な活動について広く情報発信を行っ

た。 

①広報誌       大阪２１世紀計画ニュース(No.96～98 16,000部)を発行 

②パンフレット    大阪２１世紀計画概要パンフレットを発行 

③インターネット   ホームページにより、協会の基本理念、グランドデザイン、

協会活動、後援イベント等について情報提供した。 

６月にホームページを全面的にリニューアルし、ライブカメラ、

イベントカレンダーを新たなシステムとして追加したほか、若年

層をターゲットに携帯電話向けのサイトを構築し、より幅広くス

ピーディーな情報提供を行い、魅力的でユーザーフレンドリーな

情報発信に努めた結果、昨年比約1.6倍の年間約150万件のアク

セス数を獲得した。 

④その他の広報媒体  大阪府政だより、大阪市政だより、新聞、雑誌、ラジオ、 

テレビ、大阪駅前第4ビルの電照看板など 

 

(２)報道関係対応 

  大阪府政記者会・大阪市政記者クラブ・大阪経済記者クラブのほか、文化・演劇・

音楽関係の記者、関西系の情報誌へ協会主催の行催事等についての情報提供を積極

的に行った(資料提供回数２１回)ほか、記者を招いての報道説明会・交流会は、 
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｢ｐａｍｏ前夜祭｣、｢御堂筋パレード２００６ほかの説明会と交流会｣、｢大阪水都

ロマン～２００６水の都大阪 秋の舟運まつり オープニングと説明会｣、｢光と

水のページェント プレスプレビュー｣に際して計４回実施した。 

また、月刊・週刊の情報紙・誌などへの資料提供を積極的に実施するとともに、

新聞、雑誌、業界紙等の記者による自主取材にも協力し、協会活動についてテレ

ビ・ラジオを合わせ、約1,800件の報道がなされた。 

電波媒体では、「御堂筋パレード２００６」の近畿地域でのテレビ中継放映の

ほか、｢秋の舟運まつり｣、｢光の水上パレード｣など、テレビ･ラジオのニュースや

お知らせスポットなどで多彩に協会活動が紹介された。 

 

(３)後援・協賛   

大阪２１世紀計画への理解と協力を深めるとともに、大阪・関西における文化・

経済の一層の活性化を図るため、計画の趣旨に沿う293件の行事について後援・

協賛を行った。 

 

(４)賛助会員向け情報提供事業、交流事業 

賛助会員に対し、協会の活動情報を発信し、出版物、イベントチケット及び会

員企業情報の提供を行った。 

また、会員との直接の意見交換や会員相互の交流を促進するため、賛助会員講

演会・交流会を開催した。 

○第19回賛助会員講演会・交流会 

開 催 日   平成18年11月29日(水) 

開催場所   大阪弥生会館 
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講   師   箕田 幹(大阪市計画調整局長) 

講演テーマ   「大阪駅北地区開発について」 

      参加人数  250人 

 

 ○第20回賛助会員講演会・交流会 

開 催 日   平成19年2月27日(火) 

   開催場所   日本綿業倶楽部（綿業会館） 

第一部   

講   師  福山 勝実(サントリー株式会社 健康飲料部長) 

講演テーマ  「健康飲料の市場動向と黒烏龍茶の開発について」 

第二部   

講   師  栗本 智代 

(大阪ガス エネルギー・文化研究所 主任研究員） 

講演テーマ  「なにわの語り部・大阪モダニズム物語」 

参加人数  100人 
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平成１８年度収支決算 

 

１．収支計算書 

 

２．正味財産増減計算書 

 

３．貸借対照表 

 

４．財産目録 

 

５．計算書類に対する注記 

 

６．監事の監査結果 
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６．監事の監査結果 

平成１９年 ５ 月２４日 

 

財団法人 大阪２１世紀協会 

会 長  熊 谷 信 昭  様 

 

監 事  佐 伯   剛  ㊞ 

 

監 査 報 告 書 

 

 私たちは、民法第５９条及び財団法人大阪２１世紀協会（以下、協会という。）の寄

附行為第１８条の規定に基づき、協会の平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日

までの平成１８年度事業年度における会計及び業務の監査を行った結果について、次の

とおり報告する。 

 

(１) 収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表及び財産目録（以上の書類に対

する注記を含む。）は、同事業年度の収支の状況及び正味財産の増減の状況並び

に同事業年度末の財産の状態を正しく示しているものと認める。 

(２) 事業報告書は、同事業年度の事業の状況を正しく示しているものと認める。 

(３) 財産又は業務に関して不整の事項又は法令もしくは寄附行為に違反するよう

な事実はないものと認める。 

以上 
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６．監事の監査結果 

平成１９年 ６ 月 ５ 日 

 

財団法人 大阪２１世紀協会 

会 長  熊 谷 信 昭  様 

 

監 事  奥   正 之  ㊞ 

 

監 査 報 告 書 

 

 私たちは、民法第５９条及び財団法人大阪２１世紀協会（以下、協会という。）の寄

附行為第１８条の規定に基づき、協会の平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日

までの平成１８年度事業年度における会計及び業務の監査を行った結果について、次の

とおり報告する。 

 

(１) 収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表及び財産目録（以上の書類に対

する注記を含む。）は、同事業年度の収支の状況及び正味財産の増減の状況並び

に同事業年度末の財産の状態を正しく示しているものと認める。 

(２) 事業報告書は、同事業年度の事業の状況を正しく示しているものと認める。 

(３) 財産又は業務に関して不整の事項又は法令もしくは寄附行為に違反するよう

な事実はないものと認める。 

以上 
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参 考 資 料 

平成19年３月31日現在 

 

 

１．協会機構図 

 

２．事務局組織および事務分掌 

 

３．事務局現在員数 
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